
開催日時 平成２５年８月２２日(木) 開催場所 島原市有明文化会館 
参加人数 ７５名 主  催 島原労働基準監督署 

趣旨 

本年 1月 1日より新たに「エチルベンゼン」が規制対象（特定化学物質障害予防規則など関
係法令が改正）となりました。 
エチルベンゼンは主に溶剤系塗料に含まれており、キシレンが含まれている塗料・シンナー
には必ず含まれています。 
島原労働基準監督署では、関係法令の説明と化学物質による健康障害を予防するため、自動
車塗装を行う自動車整備業者を対象に、一般社団法人長崎県自動車整備振興会（会員数 200）
と協同し、説明会を開催しました。 

集団指導（説明会）の概要 
 説明会には、事業主をはじめ直接、塗装作業を行う労働者が出席。 
 当日は、興研株式会社西日本ブロック長崎駐在事務所より呼吸用保護具の展示及び漏れ率を
測定するフィットテストを行うブースも設置され、同社の渕部長補佐より呼吸用保護具の適切
な使用方法・管理方法について説明が行われました。 
島原労働基準監督署からは、有機溶剤中毒の予防、エチルベンゼンの法改正に伴う改正点の
説明を行いました。 
 エチルベンゼンの改正点は、 
（１）エチルベンゼン(0.1%以上含有)を譲渡・提供する場合、文書等により名称や成分等を
相手方に通知しなければならないこと 

（２）エチルベンゼンが含有された塗料を使用して塗装作業をするときは、 
・局所排気装置など強制換気装置の設置と法定性能の確保、定期自主検査の実施 
・呼吸用保護具の使用と備え付け 
・作業環境測定の実施 
・作業主任者の選任 
・健康診断の実施 
・作業の記録と保存 
・取扱い上の注意事項等の掲示などが義務化されました。 

 島原労働基準監督署管内におけるエチルベンゼンによる健康被害の報告はありませんが、同
物質が発がん性物質として指摘され、数年後、数十年後に発症するおそれもあることから今後
も継続して当該物質の危険性と予防措置の周知指導を図っていくこととしています。 
ご不明な点につきましては、最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。 

保護具の説明を受ける参加者 説明会会場 



 

 
 
 
 
 



 

 
 
 
 

 


